
理解促進
(地域住民・関係団体 等)

○ホームページ・SNS
による周知

○説明会開催

首長部局
との連携

○役割分担の共有
○情報共有

スケジュール
の決定

○推進計画の策定
○ロードマップ作成

具体の取組
の決定

○必要となる取組の
洗い出し

○課題解決策の検討

課題の整理

○現状と不足するリ
ソース等の精査

部活動の地域展開のフロー図（例）

学校部活動
の現状把握

○種目設定・加入者
数の確認

運営団体・実
施主体の決定

○総合型地域ＳＣ・
少年団 等

ニーズの把握

○アンケートの実施
（生徒・保護者・
地域住民向け）

ｽﾎﾟｰﾂ・文化
芸術環境の
現状把握

○活動場所となりう
る施設等の把握

指導者人材
の現状把握

○クラブ指導者とな
りうる人材の把握

地域の
現状把握

○人口統計の把握
○地域特性の分析

方向性の決定

○部活動の存廃、ク
ラブ活動の実施体
制や目標の決定

活動内容の
決定

○活動種目
○活動スケジュール

指導者の確保

○指導希望教員の確
認

○地域人材の発掘

活動場所
の確保

○学校・公共施設・
民間施設の確保

地域クラブ認
定制度の整備

○制度設計・運用

会費の設定

○月額会費
○保険料
○困窮世帯支援

参加者の募集
（学校・地域住民 等）

○募集案内作成
○入学説明会等での
ＰＲ

指導者の任用

○任用手続き
○研修の実施

保険加入

○賠償責任保険
○スポーツ安全保険
（指導者・参加者）

クラブ活動
の実施

○進捗管理
○助言・支援

合意形成
(地域住民・関係団体 等)

○説明会開催
○関係団体への訪問

運営財源
の確保

○会費・寄附受入・
補助金等の活用

学校との
情報共有

○活動方針・指導実
績等の共有

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの
配置

○学校と地域クラブ
間の調整

運営の効率化

○管理ツールの導入
○セキュリティ強化

指導の充実
○ＩＣＴの活用
○休日・平日の一貫

指導の実施
○資格取得の促進

活動の拡充

○競技種目の拡大
○多世代に渡る活動

大会等の在り
方見直し要請

○主催者への要請活
動

情報発信

○活動状況や参加費
用等の広報

○体験会の開催

障がいのある
生徒の参画

○障がいに応じた工
夫や種目設定

規程の整備

○兼職兼業
○学校施設等の利用

移動手段
の確保

○スクールバス活用
○既存車両（福祉・
医療等）への混乗

新たな運営
財源の獲得

○ふるさと納税
○企業協賛

参加者の拡大

○広報強化
○近隣市町村からの
参加者受入

評価・
課題整理

○関係者ヒアリング
○成果のとりまとめ

情報収集

○先進地視察
○シンポジウム参加
○先行事例の把握

専門組織
の立ち上げ

○専門部署や専任職
員の配置

フェーズ 1

フェーズ 2

フェーズ 4

フェーズ 3

フェーズ 5

調査段階

検討段階

準備段階

実施段階

発展段階

協議会の設置

○要綱等の作成
○委員の選定
○議題設定

マニュアル
の作成

○クラブ運営・指導
方法・危機管理

※各段階は一例を示したものであり、 地域の実情によって順序が入れ替わることや省略すること、 追加することも考えられます。
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協議（年４回程度）

前 期 後 期改革
実行
期間

＜最終目標＞

令和13年度末までに休日・平日ともに全ての部活動を地域クラブに転換するとともに、令和14年移行は地域クラブ活動のみを実施する

令和8年度 令和9年度

部活動の地域展開ロードマップ【市町村名】（例）

令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

地域
クラブ
活動

各取組

R○.○.○作成（R○.○.○更新）

アンケート実施
・とりまとめ
（～R8.12月）

送迎バスの運行（R13.4月～）

協議会

クラブ活動
見学会

（R11.4月）

＜現学校部活動数＞

6 部

設置
準備

（～R8.9月）

クラブ参加者募集（R10.4月～）

合同部活動の実施・部活動指導員の配置（～R13.3月）

部活動 休日の部活動を段階的に廃止（～R13.3月）※運動系から順次

平日の部活動を段階的に廃止（～R14.3月）※運動系から順次

地域展開専用ホームページ・ＳＮＳ開設・運用（R8.6月～）

クラブ指導者の募集（R9.6月～） ※任用・研修（随時）

説明会（教職員・生徒・保護者・地域住民向け） クラブ運営管理アプリ導入（R12.4月～）

庁内連絡会議（年２回程度）

設置
（R8.10月）

推進計画
の策定

（～R9.6月）

運営団体・実
施主体の決定
（～R9.10月）

活動種目・活動
場所等の選定
（～R10.3月）

＜クラブ活動開始以降＞

活動状況の共有・評価・検証
（R10.10月～）

課題の
整理

（～R9.1月）

制度・方向性の周知
（R9.6～9月）

クラブ活動の詳細周知
（R10.6～9月）

規程整備（～R10.9月） 広域連携協議（R12.4月～）

改革実行
期間以降

令和14年度～

部活動の
廃止完了

地域クラブ化
完了

休日のクラブ活動を段階的に開始（R10.10月～）※廃止した部活動から順次

平日のクラブ活動を段階的に開始（R11.4月～）※廃止した部活動から順次
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